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全天候型仮設屋根の施工  
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図－1構造図  

表－1組立実施工程  
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地エアンカー打設  

アンカー周定  

足場組立  

H盲円取付け  

スーパールーフ組立  

シート張り  

1．はじめに  

本工事は岩手県北部における農業集落排水処理施設の  

建設工事であり，発注時期の関係で構造物の施工が冬期  

間となることから，躯休全体を全天候型仮設屋根で覆い  

施工した．本報では全天候型仮設屋根の施工実績につい  

て報告する．  

表－2 解体実施工程  
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資材返納  

2．エ事概要  

工事件名：田山集落排水処理施設第1号工事  

施工場所：岩手県二戸郡安代町字石名坂地内  

企業先：安代町  

工 期：平成8年9月21日～平成9年3月21日  

工事規模：地上部分13．9mX41．1mX7．Om（高さ）  

（1）全天候型仮設屋根の必要性   

当現場は秋田，青森両県に接する標高295mの山間部に  

位置し，例年積雪は1m，風が強く最低気温は氷点下20℃  

を下回る日があるような厳しい気象条件である．この様  

な悪条件の下で所定の品質を確保し，安全に工期内に完  

成させるためには，処理場の建物（570m2）を中間支柱  

を設けず，また，鉄筋，型枠材等クレーンを使用し容易  

に搬入できる構造でなければならず，検討の結果，全天  

候型仮設屋根を採用した．  

（2）屋根の構造   

屋根の構造を国－1に示す．  

（3）工程表 全天候型仮設屋根組立，解体の工程を表一  

1，2に示す．  

3．全天候型仮設屋根による施工   

（1）施工手順   

全天候型仮設屋根の施工手順を図－2，作業状況を写  

真－1に示す．  

（2）アンカー工   

全天候型仮設屋根および恢囲いを固定するアンカーに，  

地エアンカーを使用した．地エアンカーは電柱の支線用  

に広く使用されているもので，施工が容易で材料，工事  

費共に安価である．  

（3）工事費   

工事費は屋根，足場材等の賃借料を含めた材料費と資  

材返納迄の労務費，組立解体用クレーン代の外注費とに  

分け算出した（表－3参照）．  

（4）室内温度   

コンクリートの善生温度を最低5℃と設定し，ポータブ  

ルヒーターの台数を23台とした．室内の空気の対涜を促  

すため6台の送風機を天井に設置した．温度計は上下8ケ  

所に設置し測定した結果の一例を図－3に示す．  

＊東北（支）棍石ダム（出）  

＊＊土木設計部設計課  
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写真－1全天候型仮設屋根架設  

図－2 施工手順  スーパールーフ  

表－3 工事費  

r仲田抑嗣9（1計上嵐位：子円   

工   糧  単 一立  裁 量  材料貸  外注環  合 計   
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－－・－一見高 潮定日 2月22日  
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図－4 支持部  

享：耳、動こ室′・・⑤せ＝ナ、声＼ 

図－3 室内温度測定結果  
される．設備は賃借に限り1m2当たり2，000円／月以上  

3，000円／月未満である物件については，設置期間4ケ月  

以上，同様に3，000円／月以上の契約物件については3ケ  

月以上が対象となる．助成金は200万円が限度である．   

申請は雇用促進事業団に次の書類を整え提出する．   

①全天候型仮設屋根の案内図，平面図   

②全天候型仮設屋根正面および内部，外部の写真   

③賃貸借契約書の写し，各月賃貸料の領収書の写し   

④労働保険概算・増加概算・確定保険料申込書の写し   

⑤下請建設事業主名簿   

⑥工事計画書，安全計画等を記した書類  

4．全天候型仮設屋根支持部の設計   

全天候型仮設屋根の鉛直方向の支持は枠組支柱にて行  

い，水平力に対する支持はワイヤーと地中アンカー（地  

工アンカー）および枠組支柱による控え壁にて行った．設  

計にあたっては，特に風荷重による抵抗（水平力．揚力）  

に関して注意した．荷重ケースを以下に示す．   

ケース1：死荷重＋風荷重（30m／sec）   

ケース2：死荷重＋雪荷重（100kg／m2）  

＋風荷重（15mノsec）   

支持部の構造を図－4に示す．  
6．おわりに  

気象条件の厳しい時期での躯体構築作業であったが，  

天候に左右されず快適な環境の下で当初の工程を消化し  

品質的にも懸念されたクラックの発生もなく無事完成で  

きた．   

5．福利施設整備助成金制度  

この制度は，建設現場の作業員がより快適で清潔な環  

境で仕事ができる様にという主旨で全天候型仮設に適用   
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